　いたずらぼうず大苦戦
                                                    高野　獨源
　　　　　　　一

　クラス替えして、六年二組は大分引き締まった。特に学級会が活気付いて来たのだ。何故だろう。理由ははっきりしていた。学級会の司会は、毎回順番だから、司会者がうまいということでもない。勿論、もう六年生なので、会議の運営は大分手馴れてきている。しかし、それ以上に影響があったのは、大沼司（おおぬま・つかさ）の存在だ。

　斉藤裕太郎はずっと大沼とはクラスが違ったので、大沼のことを気にかけたことは全然無かった。髪の毛を七三に分けて、自信に満ちた賢そうな風貌は、時々目にしていたが、その言動については、裕太郎は全く知っていなかった。
　最初、思ったより、積極的だと感じた。よく発言するし、学級会での意見はなかなか説得力があった。勉強の成績も良く、中学受験をするべく、進学塾にも通っている。運動も断トツというほどではないが、平均以上にできる。あっという間に、クラスのリーダーとなっていったのは、当然と言えようか。
　裕太郎も、野球で鍛えていたこともあり、体育などは大の得意である。球技はもちろん、リレーではいつもアンカーに選ばれていた。そのためか、そこそこ人気もあったのだ。リーダー的存在だと、密かに自認していたのだが、大沼と比較したら、全く足元にも及ばなかった。前のクラスは、特にまとまりがあるでもなく、むしろ、てんでバラバラ。しかし、明るいのが取り柄だったと言えよう。そこでは、リーダーが必要だと感じたことすら無かった。
　しかし、大沼の登場で、クラスの団結と言うものを、裕太郎は、初めて体験した。全体が同じ方向に向けて動き始めたのだ。クラスで起きる色々な問題を解決する提案を大沼は良くしたし、実際それで解決することも多かった。
　例えば、教室の掃除当番を、放課後、早く帰りたい時に当たってしまった時には、誰か都合の良い人と変わることの出来るシステムを作ったのは、助かった。その管理をする係が必要となったが、習い事などで早く帰りたい人には助かる事だった。また、「いじめ目安箱」といって、いじめにあった場合に、そのいじめっ子の名を書いて投書しておくと、当番の者がそのいじめっこを監視するのだ。これにより、いじめっ子は常に見られているような気になり、乱暴なことはできないと言う訳だ。これはなかなか名案だった。ただ、このクラスには元々いじめが無かったので、いじめっ子監視の係が増えただけとも思われたが、将来のいじめの抑止力になっているのは確かであろう。
　　　　　　　二　

　学級会をヤツが支配し始めてからしばらく経つ。

「はい」

またヤツが手を挙げた。

「はい、大沼くん」

司会が指名した。
「ボールの使い方について提案します。今、休み時間のボールを使う人は、いつの間にか、いつも同じグループに決まってしまっています。他にも使いたい人が居るはずです。公平に使うにはどうしたら良いでしょうか」
急な提案に、応える者が居ない。
「どうでしょう。掲示板にマグネットのプレートを貼るタイプのものを用意して、予約制にしたら。どれかのグループに集中するような場合はあみだくじで決めるとか」

「あ、いいね、いいね！さすが大沼君！」

お調子者の武内弘(たけうち・ひろし)から声が飛ぶ。考えないで何でも賛成するやつだ。裕太郎は密かに思う。しかし、賛成したのは彼だけではなかった。次々と賛成の意見が出される。「またいつものパターンだ」頭の中で裕太郎はつぶやいた。クラスは今やヤツの言いなりなのだ。

「では、誰か、そんな掲示板を用意してもらえませんか？」

「はーい、私やりまーす！」

「私やりますよー」

数名が口々に名乗りを上げる。大沼の親衛隊が多いのだ。
　苦々しい顔の裕太郎。「また、面倒臭いこと始めて……」

　当初、大沼のことを尊敬のまなざしで眺めていた裕太郎だったが、今では、何かが違う、と思い始めていたのであった。

　学校からの帰り道、裕太郎は沢田光男に言った。
「また、クラスの面倒な仕事が増えたな。全く、大沼のせいで、一体いくつの係が増えたことか。もう窮屈でしょうがないぜ」

「でも、反対しようの無いことばっかりだぜ」

「私語注意係、持ち物検査係、校庭見廻り係……何だか警察みたいだな」
「何だか反対しづらい雰囲気なんだよね。何しろ、『みんなのためになる』ことばっかりだからね」

「一つ一つは良い事なんだけど、どんどん窮屈になってるぜ」

「確かに。学級会の日が来るのが憂鬱なんだよなあ」
「今度また、締め付けが厳しくなるようだったら、何か反対してみようか」

「どうやって？やめとけやめとけ。反対するのに良い理由が無いし、何しろ、圧倒的に大沼派が多いよ。どうせ負けちゃうよ」

「でも、ちゃんと反対しておかないと、賛成したことになってしまうだろう？」

「まあな。それにしても、なんかクラスがおかしな雰囲気だよな。みんな、本当に思っていることを言わないようになっちゃったような……斉藤も、気を付けた方がいいんじゃないの」

　　　　　　　三
　こんな感じで、大沼による、クラスへの締め付けはどんどん厳しくなっていった。係の仕事が回ってくるのが早いこと以外に、実害が裕太郎に及び始めたのはすぐのことだった。
「隣の横川公園の掃除をしようと思うんだ」

ある学級会で大沼がいつものように提案した。
「あの公園には、いつも空き缶やコンビニの袋が落ちていることが多いと思うんだ。学校が始まる前の時間を利用して、みんなでごみ拾いをやったらいいんじゃないかと思っています」

クラスはシーンとしていた。

「反対！」

思わず、裕太郎が手を挙げた。初めての大沼の意見への反対にクラスが唖然となった。
「僕は、朝、野球の朝練があることもあるし……最近、ちょっとやりすぎじゃないですか？清掃も良い事ですが、ほかにやらなきゃいけないこともあるし、強制することも無いんじゃないでしょうか」

大沼は、裕太郎の反応に一瞬たじろいだが、こう切り返した。

「いいよ。君は野球があるなら。みんなの公園を綺麗にするという事より、大事な用があるなら他の人も来なくてもいいよ。他にも来られない人は手を挙げて」

大沼がクラスを見回した。

　裕太郎の席から、中川努が手を挙げようとして、引っ込めたのが見えた。結局誰も手を挙げなかった。
「みんな、ありがとう。じゃあ、早速明日の朝からやりましょう。まず、僕が行きます。もう一人、誰か、手伝ってくれませんか……はい、では荒川さん、ありがとうございます。その後は……」

大沼の声を裕太郎は虚ろに聞いていた。何だか取り残されたような気がした。
「斉藤君、大沼君にたてついちゃっていいの？」　

前の席の高瀬志穂が後ろを向いて小声で言った。
　　　　　　　四
　学級会で大沼に反対したことで、裕太郎は自分に対するクラスのみんなの視線が冷たくなったように感じた。そして、会話を交わすのを避けるようになったようにも思われる。光男ですら、大沼の見ている前では、よそよそしいのだ。
「みんな、本心で公園清掃をしたがっているのか？」

そう聞くと、ある者は引きつったような顔をして、「うーん、まあ」などと答えるし、ある者は、「しょうが無いよ。学級会で決めたんだし」などと言う。「どうして反対しなかったんだ」と言うと、「面倒くさいからだ」という答えが返ってきた。
朝の清掃活動は行われていた。自主的な活動として教師、親たち、そして地域でも話題になっていた。裕太郎だけは野球の朝の練習に出て、清掃には参加しなかった。もっとも、朝練が無い時も行かなかったのは、半ば意地というものであるが。
そんなある日、山田和男という生徒が、清掃に行くことになっていたのに、行かなかったということで大沼が非難していた。
「どうして、来なかったんだよ。来ることになっていただろう」
「急な用事ができたんだよ」

「それだったら、連絡しろよ。誰かに伝えてもらうとかくらい、できるだろうが」

「できなかったんだよ」　
和男は、勉強はできるが、おとなしい性格で、独裁者に逆らうことなんかできないだろう。裕太郎はそう思い、気の毒になった。
「いいじゃないか。用があったってんだから。僕を見ろ。最初から来る気の無いやつだって居るんだぞ」

思わず裕太郎が口を挟んだ。

「斉藤みたいな、公共の役に立つのを嫌がるやつなんか、最初っから相手にしてない。自分の事しか考えていないんだろ」

ムカッときた。

「ボランティアもご立派ですけどねえ、みんなに強制するのはおかしいって言ってんだよ」

「強制なんかしてないよ。この前の学級会で聞いたじゃないか。来られない人は居るかって。結果的に斉藤だけだったけどな」

「じゃ山田も無理して行くことは無いぜ」

裕太郎は、和男に向かって言った。

「勝手にしろ」

大沼が言った。
　　　　　　　五
　新聞社が取材に来たのは、その週のうちだった。
「それで、みなさんは、自発的に公園の清掃に参加されているんですね。誰の発案だったんですか？」
記者が尋ねる。

「それはですね、この子です。大沼司と言いまして、なかなかアイディア・マンなんですよ」

校長の隣の担任の宮内先生が答えた。

「はい、確かに、発案は僕なんですが、みんなが賛成して進んで参加してくれるから出来たことなんです」

「いやあ、それにしても、立派ですねえ。みんなをまとめて進んで公園清掃とは」

記者は、ひたすら感心している。

　

　このことがあってから、ますます大沼の勢いは強くなり、裕太郎はますます孤立することになった。
　孤立していると言えば、山田和男もだった。まあ、こちらは元々目立たない生徒なのだが、相変わらず公園清掃に参加するのは拒んでいるようだった。

　ある時、帰り道が一緒になったので、裕太郎は和男に話しかけてみた。

「僕たちだけだな。長い物に捲かれないのは」

「僕は、別に長い物に捲かれない訳ではないさ」

「ってことは、長い物に捲かれないのは僕だけか……じゃ山田はなんで参加しないんだい、公園清掃」

「参加できないんだ」

「どうして」

「母が病気で入院したんだ。朝は僕も病院に行ってる。家でもやらなきゃいけないことがいっぱいだ」

「そうだったのか！何で早く言わないんだよ」

「みんなに言うことでもないし。そんなに長い入院でもないと思うんだけど」

「それにしても、大沼はご立派だよな。僕、みんな本当はいやいやヤツに付き合ってるんだと思ってたんだ。でも、実は、本心からヤツに共鳴してたのかね」
「どうかね。僕にも殆どの人はいやいや大沼に従ってると思えるね。斉藤みたいに自分勝手な理由で反抗する人は居ないみたいだけどね」
「言ってくれるねえ。実際、みんな係や当番の手間が多すぎて、その割には効果は無いと思うんだよ」

「まあ、同感だけどね。それに、大沼は本当にご立派かなあ」

「どういうこと？」

「この前、僕にこう言ったんだよ。『お前、もし城北中学受けるのやめたら、公園掃除、欠席を追及するのやめてやるよ』だって。それだけじゃないんだ。色々内申にいいような係に推薦してやるよだって」

「城北って言えば中高一貫の特別内申が重要な所だろ」

「城北は人気が高いからね。でも、内申書で大体決まってしまうから、同じ小学校で競争相手が居るのは困るんだろうね」

「てことは、ヤツは内申書目当てなのか。クラスでリーダー的な活動をすれば、内申書は圧倒的に良くなるわけか」
「そうさ、僕みたいに成績以外に取り柄が無いような生徒よりよっぽと有利だよ」

「それで山田、城北受けるのやめんのか？」

「僕は最初から受ける気が無かったけどね。そう言われて、急に受けてやりたくなってきたよ」

「へえ、結構ガッツあるんだな。受けてみ。それで受かっちまえ」

　　　　　　　六

　自分勝手でボランティアに参加してないのかな。裕太郎は自分に聞いてみた。自己中心的で人の事なんか考えていないのだろうか。心の奥ではそうでもないのだ。本当は人の為に何かやりたいとは思っている。しかし、大沼主催のこのボランティアには、なにか取って付けたような違和感を感じていた。だから、参加する気にはなれなかった。野球の朝練は、どちらかと言うと口実に近かった。
　その違和感が疑惑と言う形を伴って見えてきた。やはり、ボランティアはある目的のための手段だったのではないかという……。
　六年二組の武内はファミリーレストランで家族と食事していた。一番奥のテーブルでちょうど竹内は柱の影に座っていた。途中、ふと、隣のテーブルの会話が聞こえてきた。

「それで、学校の方はどうなんだ、ツカサ」

「うん。うまく行ってるよ。新聞社の人も取材に来たよ。校長も担任も同席してた」

「そうか。新聞社には、『公園で自主的に清掃を行っている小学生たちが居る』と情報を持ち込んでおいたからな。こんなに早く動いてくれるとは思わなかったが」

武内は聞き覚えのある声と「ツカサ」という名前に反応して、そっと影から覗いてみた。
やっぱり、大沼だった！父親と一緒に食事に来ていたのだ。
武内は顔を引っ込めて聞き耳を立てた。
「まあ、これで城北中学には充分な内申書を書いてもらえそうだな」

「まあね。あそこはまずは内申で、成績の他に、いかにリーダーとして活動したかなんかが問われるからね。これで、ほとんど競争相手はいなくなるよ。クラスに頭いいのがいるんだけど、ボランティアにも来ないようなヤツさ。ちょっと脅したから、きっと城北は受けないんじゃない」

「おいおい、脅すなんて、おだやかじゃないな」

「脅すというのは確かに人聞きか悪いね。エサを見せといたというべきかな。もし城北受けないなら、色々なリーダー的な係に推薦するって言っといた」

「そうか」

　大沼親子が店を出て行くまで武内は柱の陰に潜んで一言も喋らなかった。身振り手振りで喋れないことを家族に伝えてのことだった。大沼親子が去った時、思わず、セーフ！の手振りをした。
　　　　　　　七
　「ほかに何かありませんか！」
学級会で司会が聞いた。

「はい」

思い切って裕太郎が手を挙げた。
「はい。斉藤君」

「ええ、提案があるんですが、横川公園の清掃、やめませんか」
裕太郎が言うと、

「えー、どうしてよ」
「新聞にまで載って誉められたじゃない」

口々に反対の声が上がった。

「ボランティアのはずなのに、実際は義務になってませんか？」

「みんなでやるんだから、ある程度の当番や規則は必要だろう」

大沼が言った。みんなが、そうだそうだとうなづく。

「だけど、みんな、本当に人のために役立とうとして清掃してるんですか？誉めて貰えるからですか？あるいは……」

「あるいは何よ？」

「あるいは……大沼に逆らうのが怖いからですか？」

「な、何言ってんだよ。そんなことあるわけないじゃないか。良いリーダーには従えば良いじゃないか」
「何言ってんだよ。山崎。この前、『毎日緊張して過ごしてるぜ。独裁者の誰かさんのお陰でさ』なんて言ってたじゃないか」　

「えっ、そんな事言ってたっけ。誰かさんって誰だっけ」
山崎が狼狽する。しかし、大勢は圧倒的に裕太郎が押され気味だ。
「斉藤は自分がやりたくないから正当化しようとしてるんだろ」

という声が上がり、

「斉藤って冷たいよな。ボランティアの精神が無いんだよな」

という、声が上がった。

「僕だって、ボランティアの精神が無いわけじゃないよ。山田だって、お母さんが入院して、清掃どころじゃなかったんだ。そもそも、大沼やみんなも、ボランティアの精神でやってたのか」

裕太郎が答え、聞き返した。。

「どういう意味だ！」

その時、
「あのう、議長」

武内が手を挙げた。

「はい、武内君」

「あ、やっぱりやめた」

「何だよー、言いかけたら言えよ」

「実は、俺、聞いちゃったんだ。大沼、お前、クラスを仕切って色々な係を作ったり、公園掃除を始めたりしたのは、内申書のためなんだろ？」

　クラス中がシーンとなった。

「新聞社を呼んだのは、お前のお父さんなんだろ？」

「そんなことあるわけ無いじゃないか」

大沼が叫んだ。

「呼んだんじゃなくても、新聞社にネタを持ち込んだんだろう。城北中学は、内申書がものを言うから、そして、リーダーとしての活躍をたくさん書いてもらえれば圧倒的に有利だからだろう。俺、この前、大沼がお前のお父さんと話してるとこ、たまたま聞いちまったんだ」
　大沼が黙り込んだ。
「大沼君、本当なの？」

高橋志穂が聞いた。

「大沼、お前、内申書のために俺たちを利用したのか？」

沢田光男も重ねて聞いた。

「利用したわけじゃない。実際ゴミ拾いで公園に来る人には喜んでもらってるだろう。クラスの係は、クラスのためになってるだろう」
「そうかなあ」

中川努が一番後ろの席から言った。みんなが振り向く。

「俺、係が無い方が良かったな。のんびり出来たし、そんなに困ってた訳ではなかった。クラスの仕組みをほんのちょっと良くするために、すごく係の仕事が大変で面倒くさかった。公園も、公園の掃除の人が居るんだから、任しちゃっていいんじゃないの？あまり世の中のためになってたとは思えない。新聞で誉められたのは嬉しかったけどさ」

　そうだな、といった意見があがる。
「はい、では提案！」
中山祐樹が手を挙げた。

「一回、全てやめてみませんか。ボランティアも、最近出来た係や当番も。それで、やっぱり問題が起きたら、再開するって事で」

「いいんじゃない」
賛成、賛成、という声が上がり始めた。最後は多数決となり、中山の提案が採択された。
「それでは、大沼君が提案した一連の係は、一旦停止して、様子を見、もしも必要があれば、再開するとします。以上」

　バンッ！

大沼は机に座ると、両手で机をたたいた。

　　　　　　　八

　クラスはやがて、すっかり変わった。学級会でも、大沼は余り発言しなくなった。出来なくなったと言うべきかも知れない。たまに発言しても、他に賛同する者が出なかった。
　これまでは裕太郎はクラスの仲間に避けられていたが、今は、大沼がみんなに避けられていた。

　勿論公園清掃は、ぱったりと終わった。自主的に参加する者も一人も居なかった。私語注意係、校庭見回り係、ボール管理係なども無くなって、復活する気配は全く無かった。みんな忘れてしまったのではないかと思われる。

　

　ある日、帰り道、裕太郎は大沼と会った。すっかりおとなしくなった大沼だったが、心の中には、何かを言いたくて仕方が無いように見えた。少なくとも、裕太郎にはそう見えた。
「やあ、大沼」
そう言って裕太郎は声を掛けた。

「おお、斉藤」
　大沼は、爽やかさを装って（？）返事をした。

「今日は進学塾かい？」

「ああ、そうだよ」

「ちょっと聞いていいかな」

「なんだい」

「本当に…本当に学級会での発言やボランティアの提案は、内申書のためだったのか」

　大沼は、しばらく無言で歩き続けたが、前を向いたまま答えた。

「そうさ」

「……」

「確かに、少しはボランティアの精神もあったさ。多分みんなの平均以上にはね。係のアイディアだって、自然に思い付くんだ。それを内申書のために結び付けて、何が悪いんだ」
「……」　　

「やり過ぎだったかも知れないけどな。だけど、ホイホイ従って来たのはみんななんだぜ」
　大沼が愚痴っぽく言った。

確かに、今、大沼にそっぽを向いているのは、かつて反対意見も言わず、ひたすら従っていた人達なのだ。きっと本心で賛成して来たのではないのではないだろうか。だから最後に爆発したように反動してしまった。最初から反対していれば、行き過ぎることも無かっただろうし、人間関係のもつれも無かった……ような気がする。
「ところで、城北はやっぱり受けるんだろ」
「ああ。他にも幾つか受けるつもりだけどね」

「大沼ならどこでも楽勝なんだろ」

「いやいや。そうでもないさ」

「なんかこっちも受けてみたくなって来たな。城北受けてみようかな」

「いいんじゃないの。でも内申が厳しいぜ」

大沼がそう言うと、にやりと笑った。

「あ、そうか」

斉藤が言い、二人で大いに笑った。

【終わり】

この物語は、フィクションです。

（執筆自二〇一〇年四月二十日　至五月十六日）
              　　　　　　　　　　初版発行　二〇一〇年五月十六日  高野出版
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